
十
七
年

十
一
月
三

日
に
、
甲

府
で
生

ま
れ
た
。

十
二
歳
の

と
き
東
京

の
中
学
校

に
入
学
、
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十
七
歳
で
海
軍
機
関
学
校
に
入
っ
た
。
こ
の
時
代
、
彼
は
ト
ー
マ
ス
・

カ
ー
ラ
イ
ル
や
内
村
鑑
三
の
著
作
を
読
み
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

な
っ
た
。

　

明
治
三
十
七
年
二
月
に
海
軍
機
関
学
校
を
卒
業
し
た
直
後
、
日
露
戦

争
が
勃
発
す
る
。
彼
は
同
年
八
月
十
日
、
巡
洋
艦
八
雲
で
戦
闘
に
参
加

し
て
い
る
。
戦
争
終
決
後
、
哲
学
的
関
心
を
強
め
た
鹿
子
木
は
、
海
軍

を
去
り
、京
都
帝
国
大
学
に
入
学
、哲
学
を
本
格
的
に
学
び
は
じ
め
る
。

鹿
子
木
が
軍
籍
を
脱
す
る
こ
と
に
家
族
は
皆
反
対
し
て
い
た
。
こ
の
と

き
、
鹿
子
木
の
心
情
を
察
し
、
独
り
彼
の
決
断
を
支
持
し
た
の
が
、
恋

人
の
石
倉
芳
子
で
あ
っ
た
。
芳
子
は
女
子
英
学
塾
（
津
田
塾
大
学
の
前

身
）
時
代
に
、
徳
富
蘆
花
夫
妻
の
知
遇
を
得
て
い
た
。
や
が
て
、
二
人

は
結
婚
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
鹿
子
木
家
、
石
倉
家
と
も
に
結

婚
に
は
反
対
し
て
い
た
。
そ
の
説
得
を
買
っ
て
出
た
の
が
、
蘆
花
夫
妻

で
あ
っ
た
。

　

哲
学
へ
傾
倒
し
て
い
っ
た
鹿
子
木
は
、
明
治
四
十
年
秋
、
宗
教
哲
学

と
神
学
を
学
ぶ
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ

オ
ン
神
学
校
に
入
学
す
る
。
一
年
後
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
、

カ
ン
ト
と
ニ
ー
チ
ェ
の
研
究
を
深
め
た
。

　

明
治
四
十
二
年
夏
、芳
子
は
鹿
子
木
を
追
っ
て
渡
米
す
る
。
そ
の
際
、

蘆
花
は
芳
子
の
渡
米
に
反
対
し
て
い
た
芳
子
の
父
庄
作
を
説
得
す
る
た

21

鹿 
子 

木  

員 

信

め
、
度
々
石
倉
家
を
訪
問
し
て
い
た
と
い
う
。

　

無
事
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
芳
子
は
、
看
護
学
校
に
入
っ
て
熱

心
に
勉
強
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
四
十
三
年
一
月
末
、
芳
子
は
鹿
子
木

と
結
婚
す
る
こ
と
な
く
、
敗
血
症
と
腸
炎
を
併
発
し
て
急
死
し
て
し
ま

う
。
芳
子
の
悲
劇
は
、
蘆
花
に
と
っ
て
忘
れ
難
い
出
来
事
だ
っ
た
。
後

に
彼
は
、「
梅
一
輪
」
と
題
し
て
二
人
の
恋
愛
を
描
い
た
。

　

鹿
子
木
は
、
芳
子
の
人
生
に
「
戦
い
」
を
感
じ
と
っ
た
。
そ
の
心
情

こ
そ
、鹿
子
木
の
戦
闘
的
人
生
観
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
宮
本
盛
太
郎
が
指
摘
す
る
通
り
、
鹿
子
木
は
、
大
正
五
年
五

月
に
亡
く
な
っ
た
母
歌
子
の
生
き
ざ
ま
を
受
け
継
い
で
い
た
。
彼
は
、

母
歌
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　
「
翻
っ
て
彼
女
の
一
生
を
顧
る
に
之
れ
を
一
貫
せ
る
精
神
は
実
に
不

屈
不
撓
向
上
健
闘
の
精
神
な
り
き
…
…
彼
女
の
精
神
を
一
貫
し
て
生
け

る
も
の
は
実
に
峻
厳
苦
闘
の
武
士
的
精
神
な
り
き
、
武
士
の
家
に
生
れ

武
士
の
家
に
嫁
ぎ
武
士
の
精
神
に
生
け
る
彼
女
は
又
そ
の
武
士
的
精
神

を
其
子
女
の
魂
に
残
し
て
逝
き
し
也
」（『
宗
教
的
人
間
の
政
治
思
想
』

木
鐸
社
、
昭
和
五
十
九
年
、
八
十
一
頁
）。

　

や
が
て
鹿
子
木
は
大
正
六
年
に
刊
行
し
た
『
戦
闘
的
人
生
観
』
に
お

い
て
、「
蓋
し
、
戦
闘
的
人
生
観
は
、
実
に
余
の
魂
の
流
の
姿
、
実
に

そ
の
表
現
に
外
な
ら
ぬ
」
と
書
く
に
至
っ
た
。

哲
人
の
理
想
と
反
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
戦
い

　

欧
米
で
哲
学
の
研
究
を
深
め
た
鹿
子
木
は
、
独
自
の
文
明
観
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

彼
は
、
大
正
二
年
に
慶
応
義
塾
大
学
で
「
文
明
と
哲
学
」
と
題
し
て

十
回
の
連
続
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ス
ピ

ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
ニ
ー
チ
ェ
な
ど
の
哲
学
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

最
終
回「
結
論
─
文
明
の
理
想
」に
お
い
て
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
…
…
哲
学
的
文
明
、
精
神
絶
対
の
優
越
は
、
一
切
文
明
段
階
の
究

極
、
そ
の
目
的
、
そ
の
理
想
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
…
…
一
切
文

明
階
段
の
指
す
所
、『
文
明
の
理
想
』
は
実
に
『
哲
人
の
理
想
』
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
…
…
此
の
理
想
、
此
の
哲
人
の
理
想
、
以
て
文

明
幾
千
年
の
未
来
を
照
ら
す
可
き
で
あ
り
ま
す
」（『
文
明
と
哲
学
的
精

神
』
大
正
四
年
、
三
百
五
十
、三
百
五
十
一
頁
）

　

彼
の
思
想
の
根
底
に
は
、
正
義
実
現
の
た
め
の
哲
人
政
治
の
理
想
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
は
、
大
正
三
年
に
慶
応
義
塾
大
学
教
授
に
就
任
、
大
正
七
年
三
月

に
退
職
す
る
と
、
イ
ン
ド
へ
と
旅
立
っ
た
。
こ
の
時
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス

統
治
下
の
イ
ン
ド
の
惨
状
か
ら
、
世
界
的
不
正
義
の
具
体
的
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

彼
は
、
ネ
パ
ー
ル
東
部
と
イ
ン
ド
国
境
に
あ
る
シ
ッ
キ
ム
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
主
峰
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
を
踏
査
し
、
大
正
八
年
一
月
四
日
に

は
仏
跡
巡
礼
の
旅
に
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
月
二
十
二
日
に
彼
は
イ
ギ

リ
ス
官
憲
に
逮
捕
さ
れ
、
イ
ン
ド
か
ら
追
放
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

牢
獄
へ
送
還
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
同
行
者
の

中
に
イ
ギ
リ
ス
官
憲
の
ス
パ
イ
が
潜
伏
し
、
鹿
子
木
の
反
英
的
な
言
動

戦
闘
的
人
生
観
を
固
め
る

　

大
東
亜
戦
争
中
、
ア
ジ
ア
解
放
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
官
民
挙
げ
て
声
高

に
叫
ば
れ
た
が
、
こ
の
時
代
は
理
想
を
追
い
求
め
る
在
野
の
興
亜
論
者

と
現
実
主
義
に
徹
す
る
国
家
指
導
者
の
矛
盾
が
深
ま
っ
た
時
代
で
も
あ

る
。
今
回
取
り
上
げ
る
鹿か

の
子こ

木ぎ

員か
ず

信の
ぶ
は
、
こ
の
矛
盾
の
時
代
に
大
日
本

言
論
報
国
会
専
務
理
事
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
彼
の
理
想
は
維
持
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

鹿
子
木
員
信
は
、
旧
肥
後
藩
鹿
子
木
才
七
の
三
男
と
し
て
、
明
治
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は
記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
、
鹿
子
木
の
イ

ギ
リ
ス
に
対
す
る
反
発
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

　

大
正
八
年
四
月
十
三
日
、
彼
は
時
局
研
究
会
で
、
こ
の
イ
ン
ド
体
験

を
語
っ
た
。
同
年
六
月
五
月
に
は
、
満
川
亀
太
郎
が
世
話
人
を
務
め
る

思
想
サ
ロ
ン
「
老
壮
会
」
の
会
合
で
、
世
界
革
命
論
に
つ
い
て
話
を
し

た
。
鹿
子
木
の
世
界
革
命
論
は
、
大
正
十
一
年
に
彼
が
著
し
た
『
ガ
ン

ジ
と
真
理
の
把
持
』
に
あ
る
、
次
の
一
説
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
「
今
日
、
世
界
は
一
つ
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
は
単
に
一
つ
な
る
世

界
で
は
な
い
。そ
は
実
に
統
一
せ
ら
れ
た
る
世
界
で
あ
る
。そ
は
即
ち
、

そ
の
根
底
に
於
て
、
利
己
主
義
支
配
の
世
界
で
あ
る
。
経
済
的
に
は
、

資
本
主
義
的
世
界
で
あ
る
。
而
し
て
政
治
的
に
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク

ソ
ン
世
界
支
配
の
世
界
で
あ
る
。
而
し
て
凡
て
此
等
の
原
則
、
此
等
の

主
義
、
此
等
の
権
力
は
、
そ
の
起
源
上
、
近
世
ヨ
ウ
ロ
ツ
パ
白
人
の
集

団
に
基
が
故
に
、
そ
は
、
白
人
支
配
の
世
界
で
あ
る
」（『
ガ
ン
ジ
と
真

理
の
把
持
』
改
造
社
、
大
正
十
一
年
、
三
百
五
十
頁
）

　

そ
し
て
鹿
子
木
は
、
世
界
革
命
の
目
的
を
「
利
己
主
義
、
近
世
資
本

主
義
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的
帝
国
主
義
、
及
び
白
人
閥
の
倒
壊
」

と
明
確
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
と
き
、
鹿
子
木
に
と
っ

て
は
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
白
人
支
配
の
秩
序
に
一
撃
を
与
え
た
我

が
国
が
「
偉
大
な
る
革
命
的
勢
力
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
支
配
に
挑
戦
す
る
ド
イ
ツ
が
世
界
革
命
の
一

躍
を
担
う
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た（
前
掲
書
、三
百
五
十
六
頁
）。

　

満
川
は
、『
三
国
干
渉
以
後
』
で
、
鹿
子
木
が
老
壮
会
で
話
し
た
世

界
革
命
論
は
「
最
も
出
色
の
も
の
で
あ
つ
た
」
と
特
筆
し
て
い
る
。

岸
信
介
も
参
加
し
て
い
た
東
京
帝
国
大
学
「
日
の
会
」

　

鹿
子
木
は
大
正
十
年
に
東
京
帝
国
大
学
に
提
出
し
た
論
文
「
プ
ラ
ト

ン
哲
学
の
研
究
」
で
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
同
大
文
学
部
哲
学
科

の
講
師
に
就
任
す
る
。
鹿
子
木
の
講
義
を
受
け
た
哲
学
者
の
古
在
由
重

は
、「
あ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
路
─
鹿
子
木
員
信
の
こ
と
」（『
思
想

と
は
何
か
』
収
録
）
に
お
い
て
、
熱
心
に
プ
ラ
ト
ン
哲
学
を
講
じ
る
当

時
の
鹿
子
木
の
姿
を
活
写
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
に
、
鹿
子
木
は
大
川
周
明
ら
の
民
族
派
と
の
関
係
を
強
め

て
い
た
。
当
時
、
彼
ら
の
動
向
は
、
む
し
ろ
体
制
側
の
警
戒
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
大
正
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
に
、
警
視
総
監
か
ら
外

務
省
亜
細
亜
局
長
宛
て
に
発
信
さ
れ
た
機
密
文
書
は
、
大
正
九
年
五
月

（
大
正
十
年
説
も
あ
り
）
に
鹿
子
木
が
大
川
ら
と
と
も
に
結
成
し
た
東

京
帝
大
「
日
の
会
」
と
、
亡
命
イ
ン
ド
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
る
。

　

大
正
八
年
八
月
に
は
、
満
川
亀
太
郎
や
大
川
周
明
ら
の
主
導
で
猶
存

社
が
設
立
さ
れ
、
各
大
学
に
も
民
族
派
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

拓
殖
大
学
「
魂
の
会
」、
早
稲
田
大
学
「
潮
の
会
」、
慶
応
大
学
「
光
の

会
」な
ど
で
あ
る
。
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、「
日
の
会
」で
あ
り
、

そ
こ
に
は
鹿
子
木
の
思
想
的
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
た
。「
日
の
会
」

宣
言
は
、
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
る
。

　
「
我
ら
の
魂
は
無
限
の
洗
練
、
向
深
、
発
展
、
無
限
の
探
検
─
─
永

遠
の
戦
い
の
上
に
生
く
。

　
『
我
』
が
在
る
は
戦
に
よ
る
。
生
く
る
と
は
実
に
闘
う
こ
と
で
あ
る
。

我
ら
は
「
我
」
の
存
在
の
戦
士
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
絶
対
の
真
理
、
最
高
の
自
由
は
あ
ら
た
め
て
実
に
『
我
』

の
う
ち
に
あ
る
。（
中
略
）
現
在
の
世
界
は
実
に
横
暴
老
猾
な
る
利
己

主
義
的
民
族
の
支
配
の
下
に
在
る
。
我
ら
の
剣
、
我
ら
の
鉄
槌
は
人
類

を
縛
し
て
利
己
主
義
壇
上
の
犠
牲
た
ら
し
む
る
彼
ら
の
鉄
鎖
を
裁
断
粉

砕
す
る
ま
で
は
憩
う
の
日
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
類
の
戦
士
た
る
我
ら

は
必
然
戦
士
日
本
で
あ
る
。
戦
士
日
本
の
そ
の
強
靭
鋭
利
な
る
日
本
の

剣
を
揮
う
処
、
そ
こ
に
世
界
革
命
の
火
花
は
散
ら
ざ
る
を
得
ぬ
」

　

こ
の
宣
言
は
、
鹿
子
木
の
戦
闘
的
人
生
観
が
維
新
派
、
興
亜
派
の
思

想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。「
日
の
会
」

に
参
加
し
た
学
生
の
中
に
は
、
岸
信
介
や
三
浦
一
雄
ら
が
い
た
。
彼
ら

は
、
上
杉
慎
吉
の
指
導
を
受
け
て
い
た
が
、
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
・

森
戸
辰
男
の
筆
禍
事
件
を
契
機
に
、
上
杉
と
距
離
を
置
き
、
鹿
子
木
や

大
川
を
指
導
者
と
し
て
迎
え
た
の
で
あ
る
。
岸
は
、
後
に
次
の
よ
う
に

振
り
返
っ
て
い
る
。

　
「
私
の
思
想
に
い
ろ
ん
な
面
に
影
響
を
持
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
鹿

子
木
博
士
で
す
。
当
時
、
鹿
子
木
さ
ん
は
鎌
倉
の
禅
寺
に
住
ん
で
い
た

が
、
私
達
は
時
々
そ
こ
へ
訪
れ
て
い
っ
て
話
を
聞
い
た
。
…
人
間
的
な

影
響
力
と
い
う
も
の
も
、
鹿
子
木
さ
ん
か
ら
受
け
た
も
の
が
非
常
に
多

い
と
思
う
の
で
す
」（『
昭
和
動
乱
期
の
回
想
―
中
谷
武
世
回
顧
録　

上
』

泰
流
社
、
平
成
元
年
、
十
一
頁
）

神
兵
隊
を
支
持
し
た
鹿
子
木
員
信

　

鹿
子
木
は
、
大
正
十
二
年
三
月
に
ド
イ
ツ
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
哲

学
研
究
の
た
め
に
赴
い
た
。
同
年
夏
に
は
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
大

学
で
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
講
義
を
聴
講
し
て

い
る
。

　

ド
イ
ツ
滞
在
中
、
鹿
子
木
は
特
別
の
任
務
を
帯
び
て
い
た
。
ド
イ
ツ

の
親
日
外
交
官
だ
っ
た
ゾ
ル
フ
大
使
、
後
藤
新
平
ら
の
依
頼
を
受
け
、

日
独
文
化
交
換
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ

が
、
ベ
ル
リ
ン
の
旧
王
城
内
に
設
立
さ
れ
た
日
本
学
会
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
任
務
を
終
え
て
、
鹿
子
木
は
大
正
十
五
年
七
月
に
帰
国
、
そ
の
後

も
後
藤
や
文
部
当
局
の
指
導
の
下
、
東
京
の
日
独
文
化
協
会
設
立
に
携

わ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
任
務
を
通
じ
、
鹿
子
木
は
ド
イ
ツ
を
介
し
て
日
本
文
化
の

価
値
を
世
界
に
宣
伝
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
た
だ
、
従
来
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
研
究
に
専
念
し
て
き
た
の

で
、
日
本
文
化
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
日
本
文
化

の
研
究
に
邁
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
に
強
い
影
響
を

与
え
て
い
た
の
が
、
か
ね
て
よ
り
深
い
関
係
に
あ
っ
た
蘆
花
の
兄
徳
富

蘇
峰
（
猪
一
郎
）
で
あ
る
。
鹿
子
木
は
、
昭
和
二
年
二
月
蘇
峰
に
宛
て

た
手
紙
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

　
「
私
は
従
来
、
日
本
の
学
問
と
文
化
に
対
し
て
は
、
多
分
門
外
漢
で

あ
り
ま
し
た
。
熱
烈
な
興
味
と
愛
着
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
所
詮
専
門
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学
の
拘
束
を
受
け
て
そ
の
方
は
手
を
延
ば
す
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で

す
。
が
こ
の
度
此
の
機
会
を
利
用
し
て
出
来
る
だ
け
沈
潜
し
て
見
る
つ

も
り
で
す
。
而
し
て
此
の
研
究
の
範
囲
に
お
い
て
導
者
と
し
て
仰
ぎ
得

る
者
は
先
生
を
お
い
て
他
に
あ
り
ま
せ
ぬ
」（
葉
照
子
「
第
一
次
大
戦

後
の
日
独
関
係
修
復
過
程
に
お
け
る
文
化
交
流
史
的
一
側
面
─
鹿
子
木

員
信
を
め
ぐ
っ
て
」『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
平
成
十
年
、
五
十
二
頁
）

　

日
本
精
神
へ
の
理
解
を
深
め
た
鹿
子
木
は
、
昭
和
二
年
四
月
、
再
び

ベ
ル
リ
ン
へ
赴
き
、
昭
和
四
年
ま
で
日
本
協
会
の
運
営
に
当
た
っ
た
。

ま
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
学
賓
教
授
と
し
て
、
日
本
精
神
の
闡
明
と
宣
伝
と

に
没
頭
し
た
。

　

昭
和
四
年
四
月
に
帰
国
し
た
鹿
子
木
は
九
州
帝
国
大
学
教
授
に
就
任

し
、
以
来
昭
和
十
四
年
ま
で
十
年
間
務
め
た
。
昭
和
七
年
二
月
か
ら
一

年
間
は
法
文
学
部
長
を
務
め
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
ナ
チ
ス
運
動
の
台
頭
を
観
察
し
た
鹿
子
木
は
、
日

本
の
維
新
の
た
め
に
は
、
民
族
的
革
新
政
党
を
樹
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
し
て
い
た
。
一
方
、
昭
和
二
年
秋
に
は
「
日
の
会
」
の
門
下
中

谷
武
世
が
、
満
川
亀
太
郎
、
綾
川
武
治
、
天
野
辰
夫
、
渥
美
勝
ら
と
全

日
本
興
国
同
志
会
を
設
立
し
て
い
た
。
や
が
て
、
中
谷
と
天
野
は
、
興

国
同
志
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
有
力
指
導
者
を
据
え
る
必
要

性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。両
者
は
鹿
子
木
こ
そ
適
役
だ
と
確
信
し
、

昭
和
四
年
秋
、
九
州
帝
大
に
鹿
子
木
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
鹿
子
木
は

帝
国
大
学
教
授
と
い
う
立
場
の
制
約
を
認
識
し
て
い
た
が
、
中
谷
ら
の

熱
意
に
絆
さ
れ
、顧
問
の
立
場
で
参
画
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
鹿
子
木
は
、
民
族
派
の
政
党
樹
立
の
必
要
性
を
中
谷
と
天
野

に
語
っ
た
（『
昭
和
動
乱
期
の
回
想　

上
』
二
百
十
九
、二
百
二
十
頁
）。

　

こ
の
助
言
を
受
け
て
、
興
国
同
志
会
を
基
盤
と
し
て
政
党
組
織
を
編

成
し
よ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
五
年
二
月
に
愛
国
勤
労
党
が
結

成
さ
れ
る
。
興
国
同
志
会
と
と
も
に
、
高
畠
素
之
系
の
矢
部
周
、
神
永

文
三
、
小
栗
慶
太
郎
、
津
久
井
竜
雄
ら
も
参
加
し
、
鹿
子
木
は
下
中
弥

三
郎
、満
川
亀
太
郎
ら
と
と
も
に
顧
問
に
就
い
た
。
そ
の
綱
領
は
、「
吾

党
は
天
皇
と
国
民
大
衆
の
間
に
介
在
す
る
一
切
の
不
当
な
る
中
間
勢
力

を
排
撃
し
、
一
君
万
民
君
民
一
家
の
大
義
に
基
き
、
搾
取
な
き
国
家
の

建
設
を
期
す
」
と
謳
っ
た
。

　

同
党
の
思
想
的
立
場
に
は
、
日
本
精
神
を
強
調
す
る
鹿
子
木
や
天
野

の
思
想
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
鹿
子
木
は
、
人
間

の
行
い
、
精
神
の
行
い
を
、
出
来
事
か
ら
区
別
し
て
「
出
か
し
事
」
と

呼
び
、
日
本
の
歴
史
は
、
日
本
の
出
か
し
事
で
あ
り
、
日
本
の
出
か
し

事
の
主
体
は
大
和
心
、
日
本
精
神
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

鹿
子
木
は
ま
た
、『
皇
国
学
大
綱
』
に
お
い
て
、
天あ

め
之の

御み

中な
か

主ぬ
し
の

神か
み
、

高た
か

御み

産む

巣す

日び
の

神か
み
、
神か

み
産む

巣す

日び
の

神か
み
の
根
源
に
あ
る
「
生
み
そ
の
も
の
」
の

考
察
か
ら
、
日
本
的
世
界
観
の
根
源
は
「
生
産
」
だ
と
し
、
日
本
民
族

に
と
っ
て
真
の
秩
序
原
理
は
、
機
械
的
物
質
的
因
果
原
理
な
ど
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
る
秩
序
で
は
な
く
、「
生
み
」
に
基
づ
い
て
生
り
出
づ
る

秩
序
だ
と
説
い
て
い
た
（『
皇
国
学
大
綱
』
同
文
書
院
、
昭
和
十
六
年
、

百
一
頁
）。

　

一
方
、
天
野
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
研
究
に
基
づ
い
て
皇
道
原
理

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
維
新
の
断
行
を
訴
え
て
い
た
。
五・
一
五
事
件

か
ら
一
年
あ
ま
り
経
っ
た
昭
和
八
年
七
月
、
天
野
は
前
田
虎
雄
ら
愛
国

勤
労
党
の
急
進
派
、
鈴
木
善
一
ら
大
日
本
生
産
党
系
の
維
新
派
と
と
も

に
、
昭
和
皇
道
維
新
の
断
行
を
目
指
し
て
神
兵
隊
事
件
を
企
て
た
。
決

起
直
前
に
検
挙
さ
れ
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
鹿
子
木
は
神
兵
隊

の
志
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
彼
は
、
神
兵
隊
事
件
に
お
い
て
初
め
て

純
乎
と
し
て
純
な
る
皇
国
の
国
体
原
理
に
基
づ
く
、
日
本
的
な
維
新
が

企
図
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
鹿
子
木
は
二・
二
六
事
件

に
は
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
た
。
彼
は
、
北
一
輝
の
国
家
改
造
原
理

に
、
ル
ソ
ー
流
の
直
接
民
主
主
義
思
想
を
か
ぎ
取
り
、
そ
の
思
想
の
鵺

性
が
原
因
と
な
っ
て
、
北
ら
の
行
動
は
尊
皇
に
始
ま
り
叛
逆
に
終
わ
っ

た
と
断
じ
て
い
た
（『
宗
教
的
人
間
の
政
治
思
想
』
二
百
九
十
五
頁
）。

東
條
体
制
下
の
葛
藤

　

鹿
子
木
は
昭
和
十
四
年
三
月
二
十
八
日
、
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会

委
員
に
就
き
、
開
戦
後
の
昭
和
十
七
年
末
に
は
大
日
本
言
論
報
国
会
専

務
理
事
・
事
務
局
長
に
就
い
た
。
体
制
の
一
躍
を
担
う
立
場
に
立
っ
た

の
で
あ
る
。
経
済
学
者
の
大
熊
信
行
は
、
鹿
子
木
が
言
論
報
国
会
専
務

理
事
に
就
い
た
と
た
ん
に
、「
読
売
紙
上
『
第
一
線
』
欄
の
か
れ
の
革

新
的
な
主
張
に
ぱ
っ
た
り
終
止
符
が
う
た
れ
、
そ
し
て
毒
に
も
薬
に
も

な
ら
な
い
よ
う
な
観
念
的
な
教
説
が
、
そ
れ
に
代
わ
っ
た
」
と
振
り
返

る
（
大
熊
信
行
「
大
日
本
言
論
報
国
会
の
異
常
性
格
」『
文
学
』
昭
和

三
十
六
年
八
月
、
四
頁
）。
彼
は
体
制
の
御
用
学
者
と
し
て
戦
時
下
を

生
き
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
事
実
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

　

こ
の
間
、
鹿
子
木
が
高
く
評
価
し
た
神
兵
隊
は
、
昭
和
十
一
年
に
分

裂
し
て
い
た
。
神
兵
隊
決
起
を
前
に
永
井
了
吉
を
排
除
し
た
前
田
虎
雄

が
、
同
志
の
了
解
な
く
永
井
と
手
を
結
ん
だ
こ
と
に
、
天
野
が
反
発
し

た
た
め
だ
。
結
局
、
片
岡
駿
、
中
村
武
彦
、
毛も

呂ろ

清
輝
ら
が
天
野
を
支

持
し
、
彼
ら
は
「
告の

り
直
し
」
と
称
し
て
神
兵
隊
の
新
た
な
発
足
を
宣

言
し
た
。
実
動
機
関
と
し
て
昭
和
十
二
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
維

新
公
論
社
で
あ
る
。
鹿
子
木
は
、
維
新
公
論
社
の
活
動
を
指
導
、
支
援

し
続
け
た
。『
維
新
公
論
』
は
、毎
号
の
よ
う
に
発
禁
の
弾
圧
下
に
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
立
場
を
顧
み
ず
、
鹿
子
木
は
同
誌
に
積
極
的

に
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
村
武
彦
は
、
鹿
子
木
の
「
清
廉
な
る

人
格
、
烈
々
の
気
魄
、
耿
々
の
志
、
深
遠
な
る
学
識
、
威
厳
と
温
情
」

に
感
謝
し
、
自
ら
が
主
張
し
た
日
本
歴
史
の
展
開
を
や
ま
と
心
の
理
想

の
実
現
と
し
て
説
明
す
る
史
観
は
、
全
く
鹿
子
木
の
教
え
に
基
づ
く
も

の
で
あ
っ
た
振
り
返
っ
て
い
る
（
前
掲
書
、二
百
四
十
三
、二
百
四
頁
）。

　

中
村
が
鹿
子
木
と
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
十
一
年
一
月
だ
が
、
も
と

も
と
中
村
は
、
鹿
子
木
の
九
州
帝
大
で
の
同
志
同
僚
で
あ
っ
た
河
村
幹

雄
の
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で
、
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
（
前

掲
書
、
二
百
一
頁
）。
こ
れ
ら
の
事
実
は
中
村
が
残
し
た
手
記
「
鹿
子

木
員
信
先
生
に
捧
ぐ
る
追
憶
と
思
慕
」（
昭
和
二
十
五
年
）
に
克
明
に

書
か
れ
て
い
る
。

　

昭
和
十
三
年
三
月
に
は
、
五・
一
五
事
件
に
連
座
し
た
本
間
憲
一
郎

と
天
野
ら
が
合
流
し
て「
勤
皇
ま
こ
と
む
す
び
」が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
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「
勤
皇
ま
こ
と
む
す
び
」
は
、
鹿
子
木
と
全
く
同
様
に
、
親
英
恐
米
派

の
排
撃
を
強
調
し
、
中
野
正
剛
の
東
方
会
と
と
も
に
、
日
独
伊
三
国
同

盟
支
持
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
く
。　

　

鹿
子
木
は
天
野
、中
村
ら
の
運
動
を
支
援
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

維
新
公
論
社
、
勤
皇
ま
こ
と
む
す
び
が
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
る
と
、
自

ら『
維
新
公
論
』『
ま
こ
と
む
す
び
』の
編
纂
に
あ
た
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
一
日
に
は
、
東
條
政
権
打
倒
を
企
て

た
と
し
て
天
野
、
片
岡
、
中
村
ら
は
検
挙
さ
れ
た
。

　

結
局
は
、
官
製
的
御
用
運
動
的
な
拘
束
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

が
、
鹿
子
木
に
は
政
府
や
軍
の
走
狗
を
務
め
る
意
志
な
ど
な
か
っ
た
。

東
條
政
権
の
欠
陥
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
打
倒
に
動
く
こ
と
に
よ
っ
て

敵
に
乗
ぜ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
内
面
か
ら
改
善
し
て
い
く

道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

興
亜
の
理
想
体
現
の
た
め
の
苦
闘
と
挫
折

　

鹿
子
木
は
昭
和
八
年
三
月
に
発
足
し
た
大
亜
細
亜
協
会
で
は
理
事
と

し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
彼
は
、
現
地
に
赴
き
、
ア
ジ
ア
の
厳

し
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
独
自
の
政
策
論
を
唱
え
た
。
昭
和
十
二
年
に

刊
行
し
た
『
す
め
ら
あ
じ
あ
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
「
云
ふ
ま
で
も
な
く
亜
細
亜
は
、
決
し
て
皇
国
日
本
の
生
み
の
親
で

は
無
い
。
若
し
強
い
て
こ
れ
を
名
づ
く
べ
く
ん
ば
、
そ
は
寧
ろ
乳
母
と

も
云
ふ
べ
き
も
の
。
し
か
も
、
善
か
れ
悪
か
れ
、
日
本
は
、
過
ぐ
る

二
千
年
の
久
し
き
、
主
と
し
て
こ
の
亜
細
亜
に
抱
か
れ
は
ぐ
ゝ
ま
れ
て

生
ひ
立
ち
来
れ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
日
本
の
世
界
史
的
使
命
遂
行
の

第
一
歩
は
、
実
に
、
そ
の
揺
籃
に
し
て
ま
た
そ
の
乳
母
た
り
し
亜
細
亜

に
対
す
る『
報
恩
』の
行
に
存
す
る
」（
鹿
子
木
員
信『
す
め
ら
あ
じ
あ
』

同
文
書
院
、
昭
和
十
二
年
、
十
一
、十
二
頁
）

　

そ
し
て
彼
は
、
国
際
連
盟
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど

欧
米
の
全
ア
ジ
ア
簒
奪
の
危
機
に
直
面
し
、
神
聖
亜
細
亜
の
独
立
と
自

由
と
を
擁
護
回
復
す
る
唯
一
の
道
は
、
一
日
も
早
く
全
亜
細
亜
連
盟
を

結
成
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
た
。
彼
は
、「
日
本
精
神
は
、『
有
る
』
世

界
に
囚
は
る
ゝ
支
那
精
神
、『
無
き
』
世
界
に
溺
る
ゝ
印
度
精
神
の
両

極
を
統
一
把
持
す
る
綜
合
亜
細
亜
の
精
神
だ
」
と
も
書
い
て
い
る
。

　

彼
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
が
支
配
す
る
国
際
秩
序
の
打
破
と
、

ア
ジ
ア
解
放
を
願
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
う
し
た
日
本
の
興
亜
陣
営

の
理
想
に
中
国
側
が
背
を
向
け
て
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
彼
は
、
国
民
党
政
府
の
排
日
主
義
こ
そ
が
、
ア
ジ
ア
の
興
起
の
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
孫
文
の
三
民
主
義
に

対
し
て
も
批
判
的
姿
勢
を
強
め
た
。
孫
文
の
大
亜
細
亜
主
義
演
説
に
関

し
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト・ロ
シ
ア
を
中
核
と
し
て
、
中
国
が
こ
れ
と
結
び
、

日
本
が
そ
れ
を
擁
護
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
り
、「
日
本
を
赤
化
亜
細

亜
の
番
犬
た
ら
し
め
ん
と
す
る
」
意
図
だ
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
彼
は
全
亜
細
亜
連
盟
を
主
導
す
る
の
は
、
日
本
し
か
な

い
と
の
考
え
方
を
強
め
、「
克よ

き
闇く

ら
き
亜
細
亜
に
光
を
齎
ら
し
、
克
く

混
沌
と
し
て
た
ゞ
よ
へ
る
亜
細
亜
に
秩
序
を
与
へ
て
、
こ
れ
に
明
確

な
る
独
立
の
姿
と
誇
を
付
与
し
得
る
も
の
、『
皇
国
日
本
』
を
除
い
て

は
絶
無
だ
。
大
亜
細
亜
主
義
唯
一
の
遂
行
者
は
、
実
に
、
日
本
の
自
覚

に
基
づ
く
皇
国
主
義
あ
る
の
み
だ
」
と
さ
え
書
く
に
至
る
（
前
掲
書
、

百
二
十
六
、三
百
八
十
三
頁
）。

　

残
念
な
が
ら
、
日
中
の
戦
争
が
拡
大
す
る
中
で
、
彼
の
理
想
は
遠
の

い
て
い
っ
た
。
日
本
の
指
導
層
、
軍
人
は
、
必
ず
し
も
彼
が
期
待
し
た

よ
う
に
肇
国
の
精
神
に
則
っ
て
行
動
し
な
か
っ
た
。
鹿
子
木
は
、
昭
和

十
二
年
末
に
は
陸
軍
省
か
ら
北
支
方
面
軍
司
令
部
付
を
命
じ
ら
れ
、
翌

年
一
月
か
ら
同
年
七
月
ま
で
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
状
況
に
つ

い
て
、
中
村
武
彦
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
招
か
れ
て
北
支
派
遣
軍
最
高
顧
問
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
処
、
思
想

文
化
の
何
た
る
か
を
解
せ
ず
し
か
も
軍
刀
を
鳴
ら
し
て
思
想
文
化
に
容

赦
干
渉
し
来
る
軍
司
令
部
の
傲
慢
無
知
と
正
面
衝
突
し
、
ホ
ト
ホ
ト
愛

想
を
尽
か
し
、
憤
然
引
揚
げ
て
来
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
…
…
先

生
の
口
を
衝
い
て
出
る
今
次
事
変
の
意
義
と
、
之
を
蹂
躙
す
る
中
央
現

鴨
に
拘
置
さ
れ
た
。
彼
は
、
国
体
の
理
想
の
普
遍
性
を
占
領
当
局
に
理

解
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
拘
置
所
付
の
チ
ャ
プ
レ
イ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
と

知
り
合
っ
た
の
を
契
機
に
、
英
文
論
文
に
お
い
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
政

治
形
態
が
民
主
主
義
的
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
も
矛
盾
し
な
い
こ
と

を
英
文
で
主
張
し
、
そ
の
論
文
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
当
局
者
に

提
示
し
て
ほ
し
い
と
委
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

鹿
子
木
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
に
釈
放
さ
れ
た
。
中
村
武
彦
の
手
記

に
よ
る
と
、
戦
後
も
「
す
め
ら
み
く
に
」
の
国
体
が
永
遠
の
真
理
で
あ

り
万
邦
に
無
比
な
る
も
の
だ
と
の
鹿
子
木
の
信
念
は
い
さ
さ
か
も
動
揺

し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
従
来
の
国
体
論
の
論
法

が
独
善
主
義
・
排
他
主
義
・
超
越
主
義
・
神
秘
主
義
の
傾
向
に
偏
し
て
、

か
え
っ
て
、
そ
の
世
界
的
な
普
遍
性
と
合
理
性
を
見
失
い
、
軍
閥
官
僚

の
強
権
独
裁
政
治
に
利
用
さ
れ
る
結
果
に
堕
し
た
こ
と
を
反
省
し
て
い

た
（
前
掲
書
、
二
百
六
十
八
頁
）。

　

鹿
子
木
は
、
昭
和
二
十
三
年
元
旦
か
ら
プ
ラ
ト
ン
の
国
体
篇
の
翻
訳

を
開
始
し
た
。
プ
ラ
ト
ン
の
説
く
哲
人
政
治
の
理
想
は
人
類
永
遠
の
憧

憬
で
あ
り
、
日
本
の
国
体
観
、
天
皇
政
治
の
理
想
に
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
鹿
子
木
は
、
最
後
の
力
を
ふ
り
絞
っ
て
国
体
の
理
想

を
究
め
る
戦
い
を
挑
も
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
同
年
末
に
は
第
五
巻

ま
で
訳
了
、
第
六
巻
に
着
手
し
た
が
、
病
気
の
た
め
中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
の
一
年
後
の
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
、
正
義
の

貫
徹
を
目
指
し
た
鹿
子
木
の
戦
闘
的
人
生
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

地
軍
人
官
僚
の
無
知
腐
敗
振
り
に
対
す

る
憤
慨
は
、
先
生
の
体
験
か
ら
迸

ほ
と
ば
しる

だ
け
に
痛
烈
骨
に
刺
す
も
の
が
あ
り
ま

し
た
」（『
宗
教
的
人
間
の
政
治
思
想
』

二
百
四
頁
）

　

結
局
、
鹿
子
木
の
興
亜
の
理
想
は
貫

徹
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
東
亜
戦
争
は

終
結
し
た
。
鹿
子
木
は
、
昭
和
二
十
年

九
月
二
十
四
日
、
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
巣

鹿子木が支援した『維新公論』


